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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１またはそれ以上のガラクトオリゴ糖を含有する組成物を生産する方法であって、
　ａ）－脱離基に結合したガラクトシル基を含み、最大でも３５０ｇ／モルのモル重量を
有するガラクトシル供与体、
　　　－ガラクトシル供与体とは異なり、糖または糖アルコールであるガラクトシル受容
体
を含む混合物であって、ガラクトシル受容体とガラクトシル供与体のモル比が少なくとも
１：１０であり、少なくとも０．０５モル／Ｌのガラクトシル受容体及び０．７モル／Ｌ
以下のガラクトシル供与体を含む混合物を提供する段階、
　ｂ）β－ガラクトシダーゼ活性を有し、最大でも０．６のＴ値を有する酵素を提供して
、前記酵素を混合物と接触させる段階であって、前記β－ガラクトシターゼ活性を有する
酵素のＴ値は実施例２に記載のアッセイ並びに以下の式により決められる、酵素を混合物
と接触させる段階、

および
　ｃ）酵素にガラクトシル供与体の脱離基を放出させ、ガラクトシル供与体のガラクトシ
ル基をガラクトシル受容体に転移させて、このようにしてガラクトオリゴ糖を形成し、そ
れによりガラクトオリゴ糖を含有する組成物を得る段階
を含む方法。
【請求項２】
　前記酵素のＴ値が０．５以下である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ガラクトシル供与体の脱離基がグリコシル基である、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ガラクトシル受容体とガラクトシル供与体のモル比が、少なくとも１：５である、
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請求項１～３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　前記段階ａ）の混合物に含まれるガラクトシル供与体が０．４モル／Ｌ以下である、請
求項１～４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　前記ガラクトシル供与体が、ラクトースまたはラクチトールである、請求項１～５のい
ずれかに記載の方法。
【請求項７】
　酵素が、
　－配列番号：２のアミノ酸配列と少なくとも８０％の配列同一性を有するアミノ酸配列
、または
　－配列番号：２のＭｅｔ（１）からＩｌｅ（１１７４）までのアミノ酸配列と少なくと
も８０％の配列同一性を有するアミノ酸配列、または
　　－配列番号：２のＶａｌ（３３）からＩｌｅ（１１７４）までのアミノ酸配列と少な
くとも８０％の配列同一性を有するアミノ酸配列
を含む、請求項１～６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　酵素が、配列番号：２のＶａｌ（３３）からＩｌｅ（１１７４）までのアミノ酸配列と
少なくとも９０％の配列同一性を有するアミノ酸配列を含む、請求項１～７のいずれかに
記載の方法。
【請求項９】
　酵素が、配列番号：２のＶａｌ（３３）からＩｌｅ（１１７４）までのアミノ酸配列と
少なくとも９０％の配列同一性を有するアミノ酸配列を有する、請求項１～８のいずれか
に記載の方法。
【請求項１０】
　酵素が、配列番号：２のＶａｌ（３３）からＩｌｅ（１１７４）までのアミノ酸配列を
有する、請求項１～９のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　段階ｃ）がさらなるガラクトシル供与体の添加を含む、請求項１～１０のいずれかに記
載の方法。
【請求項１２】
　段階ｃ）の間、混合物のガラクトシル供与体の濃度が０．０１～１モル／Ｌの範囲内の
濃度に維持される、請求項１～１１のいずれかに記載の方法。
【請求項１３】
　ｄ）段階ｃ）の組成物のガラクトオリゴ糖を富化すること
の段階をさらに含む、請求項１～１２のいずれかに記載の方法。
【請求項１４】
　富化がクロマトグラフィ分離および／またはナノろ過を含む、請求項１３に記載の方法
。
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